
市況の調べ方と値上げ抑制実体験

関西購買ネットワーク会幹事 布袋



今回のプレゼンで得るもの

 いろいろな市況の調べ方がわかります
 ちょっと調べるのに困る市況を調べたくなるキッカケになります
 私の値上げ交渉の実体験がわかります

(知りたいかどうかは別として)



●自己紹介
 職歴

大阪の中小企業で設計開発業務を7年、購買業務を5年
転職後も兵庫県の中堅企業で購買を約4年

 趣味・特技
趣味：読書、折り紙、日本酒、ウィスキー、奇抜なもの収集
特技：水泳、スキューバダイビング

 ストレングスファインダー
1.収集心 2.責任感 3.戦略性 4.社交性 5.ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ



現在の業務
 直接材注文
 納期管理
 新規サプライヤー開拓
 コストダウン・値上げ依頼などの価格交渉
 サプライヤーの品質改善
 購買業務のRPA化(ノーコードだけ)

 後輩教育
などなど

現在の購入品は、機械加工品・鋳物鋳造品(FC・FCD)などの素材と金属加工品
油圧シリンダ・電動機・表示灯・組立品などの商社経由の購入品

(主に直接の購入先は国内サプライヤーで、原材料関係は購入していません)
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市況とは？
 株式市場や商品市場での取引の状況。（広辞苑）

何のために市況を調べるか？(私の場合)

・サプライヤーが持ってくる値上依頼の妥当性の確認ため
・市況を見て値上依頼が来る前に注文をして、原価を一定期間は変動させないようにするため
・この人面倒くさいと思ってもらうため
（→値上依頼をする意欲を減退させる戦略的な、だから多分嫌われ気味かも･･･）

・景況と相場変動の勉強のため
・値下げタイミングを狙うため



市況の調べ方について
１）公開情報から調べる（難易度：易）
イ）ホームページなどのインターネット情報から調べる
ロ）新聞・専門誌から調べる
ハ）書籍から調べる

２）算出する(難易度：並)

イ）公的統計データから
ロ）計算式から

３）教えてもらう(難易度：並～難)

イ）サプライヤーから
ロ）人脈から



市況の調べ方について
１）公開情報から調べる
イ）ホームページなどのインターネット情報から調べる

鋼材価格・・・日刊鉄鋼新聞(電子版)
→鉄・非鉄の市場価格がわかります。

電炉鋼板価格・・・東京製鉄ホームページ
→東京製鉄が販売している鋼材の売価がわかります

エネルギー価格・・・新電力ネット
→統計情報からエネルギー関係の市況の推移がわかります

●メリット：公的な統計データをもとに作られているので信頼性は高いです。
●デメリット：自分が必要としている市況情報があるとは限らない

出典:新電力ネットHPより



市況の調べ方について
１）公開情報から調べる
ロ）新聞(電子版)・専門誌から調べる

・日本経済新聞･･･日経平均をはじめとした為替情報や企業の値上情報などがわかる

・ゴムタイムス、日刊ケミカルニュース、JOGMECなどなど

ハ）書籍から調べる

・化学品ハンドブック･･･化学品の生産量・輸入・輸出などがわかる

・17322の化学商品･･･化学商品の特徴や販売単価などがわかる

・日本国勢図会･･･日本の経済・社会に関する最新データを総合的に収集した統計書

・フェロアロイ・ハンドブック･･･フェロアロイの生産・輸出・輸入の推移がわかる

●メリット：特定の分野について深く広くわかる、データ参照元がわかる。
●デメリット：新聞は定期購読が必要な場合が多い、書籍はニッチで知らなかったりする。



市況の調べ方について
専門例）JOGMEC金属資源情報

出典:JOGMEC金属資源情報より

特定の鉱物の需給や輸出金額や
素材のフローがよくわかります。



市況の調べ方について
専門例）JOGMEC金属資源情報

出典:JOGMEC金属資源情報より



市況の調べ方について
書籍例1）化学品ハンドブック(重化学工業通信社)

出典:化学品ハンドブック2022より



市況の調べ方について
書籍例1）化学品ハンドブック(重化学工業通信社)

出典:化学品ハンドブック2022より



市況の調べ方について
書籍例2）17322の化学商品(化学工業日報)

出典:17322の化学商品より



市況の調べ方について
２）算出する
イ）公的統計データから

財務省貿易統計・・・あらゆる品目の輸出入価格がわかります

THE WORLD BANKピンクシート・・・エネルギー、食品、鉱物などがわかります。

ロ）計算式から
資料を基に計算・・・例えば、銑鉄１キロに必要な原材料

●メリット：その品目の市況の根拠(輸入量や輸入金額)を知ることができる
●デメリット：しかし、計算が面倒くさい



市況の調べ方について
公的統計データ例1）財務省貿易統計

検索例：フェロマンガン(炭素の含有量が全重量の2％を超えるもの)の輸入
各月の「輸入金額(円)」／「輸入量(kg)」＝「輸入単価(円／kg)」となります。

(※HSコードは調べる必要があります)

出典：財務省貿易統計



市況の調べ方について
公的統計データ例2）THE WORD BANK ピンクデータ

出典：THE WORLD BANK



市況の調べ方について
計算例）銑鉄1トンつくるには

出典：一般社団法人日本鉄鋼連盟

計算例）
1.7×CIF鉄鉱石価格＋1.0×原料炭＋0.3×石灰石＋電力80KWh＋水60トン＝銑鉄1トン分の単価

注) CIF価格は、CIF規則下での貿易取引の価格。CFR価格に海上保険料を加算したもので、
「Cost（価格）」と「Insurance（保険料）」と「Freight（運賃）」の三要素の価格



市況の調べ方について
３）教えてもらう
イ）サプライヤーから
サプライヤーから直接教えてもらう

ロ）人脈から
利害関係のない人脈から教えてもらう
（例．転職前にお付き合いのあったサプライヤーなど）

●メリット：市況よりも実購入価格を知ることができる
●デメリット：実購入価格を教えてくれる時はサプライヤーの希望額の根拠である場合がほとんど

(原材料での値上げ抑制の交渉余地がない)



市況の調べ方について
購入価格例）SCM415

とある加工業者の原材料費アップ額
※実際は実購入額を教えてもらっていますが、今回は差し控えさせていただきます



市況と実購入価格の違い
いくら市況を調べても、実購入価格はわからない事も多い。
そもそも市況があるの？って場合もある。
例)硬質クロムメッキの廃棄処理費
このような価格も値上げ要因にはなるが、なかなか教えてくれない。そもそも市況ってありますか？？

廃棄処理費まで上がっている事は想像できても、どの程度まで上がるかは教えてもらわないとわからない



値上げ交渉実例①
●市況を伝える事で便乗値上げが収まった事例
とあるウォームギアメーカー(材質:SCM415)から20％の値上げ依頼がありました。
金額の根拠を持ってくる事もしなかったので全く納得ができませんでした。そこで・・・
①原材料の実購入の値上がり幅を伝える
②それを元に原材料価格の変動幅を計算(電気代とかも概算)して適切と思われる金額を伝えた
結果として、私の提案したアップ率10％で収まりました。
このときに元にした市況は別のサプライヤーが値上げ交渉時に持ってきた購入価格の推移表でした。

2018年依頼値上依頼が無かったので、
今回で4年ぶり

値上げ幅を鑑みても20％は言い過ぎ
と感じた



値上げ交渉実例②
●市況を伝えても全くどうにもならなかった事例
とある硬質クロムメッキ企業から30％の値上げ依頼がありました。
理由はクロム価格の高騰、副資材である針金・ブリキ板などの高騰があったための理由でした。
金額の根拠を持ってくる事もしなかったので全く納得ができませんでした。そこで・・・
①コーティングされているだろうメッキ重量と市況から値上げ金額を算出
②副資材も同様に算出して伝えた
結果として・・・全く全く変えられずでした。

実は廃材処理費も倍になっており、
Tire2からの値上げも計上されていました。
しかし、サプライヤーからはクロムの実購入価格の変動を
知るとが出来たので次回からの値上げはそれなりの額に
抑える事が出来ると期待しています。



まとめ
市況をしっかり捉えることができれば
原材料価格を理由とした値上げ抑制が100％可能でしょうか？
→う～ん、むつかしい。（私は）

なぜならば…

・市況の上り幅と実購入価格の上り幅が必ずしも連動していないから。
・中小・零細サプライヤーは昔ながらのどんぶり勘定で仮説通りに収まらないから。
・そもそも市況に反映されづらい事もたくさんある。
・サプライヤーから「何を言われようとダメ、絶対！！」と言われるとどうしようもないから。



まとめ

じゃあ、市況を知る必要はあるのか？
・サプライヤーの値上げ要求を右から左に流しては、調達アシスタントと同じ
・KKD（勘・経験・度胸)の交渉に再現性はない
・社内への根拠ある説明責任を果たせない
→「サプライヤーがこう言っている」は根拠ではない
→ サプライヤーが持ってくる原材料メーカの値上げ要請は正確な根拠とは言えない

・市況が反転したときに適切なタイミングで値下げ依頼ができない

上記の事より市況を知る事は重要な事です。



まとめ

昔は原材料価格が主要因での値上げ依頼が多かったですが、昨今は
・エネルギー価格
・運送費
・コンテナ費
など複数の要因が大きく関係してます。
各々の要因の価格影響度の算出も難しいかと思います。
自身の担当範囲だけカバーしても対応しきれません。
だからこそ、自身が購入している品目のコスト構成を理解する良い機会でもあります。
どの程度の価格変動が妥当なのかをハッキリと言えようになる事が必要です。

私もまだまだ勉強中なのでこれからもいろいろと教えていただければと思います。



ご清聴ありがとうございました
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